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第 3 章では、安価かつ比重の軽い γ’安定化元素である Ti を添加した
Fe-Ni-Co-Al-Ti-B 合金において熱弾性型変態の有無及び再結晶集合組











 第 4章では、98.5%圧延を行った Fe-Ni-Co-Ti-B合金及び Fe-Ni-Co-Al-Ti-B合金を用い、圧延組織をはじめ焼鈍
後の組織変化を比較しながら再結晶集合組織の形成過程を詳しく調査した。再結晶より先に ηやβ相の析出が発
生し、1 次再結晶の際には、圧延組織と同じ{110}<112>方位を維持していた。2 次再結晶の際には析出相の消滅
Figure 2. Fe-31.9Ni-9.6Co-4.7Ti-xB (at.%)合金における(a)B添加による粒界析出の抑制、
(b)0.05B添加材の98.5%圧延後の再結晶集合組織及び(c)機械的性質評価 
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Figure 4. 90%及び98.5%圧延材における室温引張試験 
